
  

222000111111 年年年台台台日日日科科科学学学技技技術術術フフフォォォーーーラララムムム   

～～～東東東日日日本本本大大大震震震災災災ののの現現現実実実ととと将将将来来来～～～   
去る9月5日（月）～6日（火）に台湾の台北晶華酒店にて「2011年台日科学技術フォーラム」が開催されました。過日、5月6日（金）に 

開催しました「東日本大地震シリーズセミナー」の続きのフォーラムとなります。3月11日の東日本大地震後、甚大な損害を受けた日本 

は、これからどのような復興策を立ち上げて再建を目指していくのか、また近隣諸国や世界にどのような啓発をもたらすのかについて議 

論が交わされました。実は台湾も島国であるのでいくつもの巨大地震を経験してきました。現在もなお合計6基の原子力発電所が稼動し 

ており、莫大なリスクを背負いながら原子力と隣り合わせで生活をしております。東日本大震災のような巨大災害を克服するには、様々 

な国内外の力を集約しなければなりません。今回の台日科学技術フォーラムでは、日台間の有識者の力を集結し、日台間の科学技術、政 

治経済、産業などの各方面における協力関係の強化を目指しております。簡単ではございますが、当日の様子をお伝えさせて頂きます。 

■日時：平成23年9月5日（月）～6日（火）     ■場所：台北晶華酒店 宴会庁3階 

■主催：亜東関係協会科学技術交流委員会     ■協賛：経済部技術処、行政院国家科学委員会国際合作処 

■執行：財団法人中華経済研究院 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                     
                                                                                    

                                                                                     

                                              
 

                                                                                          

                                              
 

                                                                                          

                                              
 

 

 

 

                                             
 

                                                                                                                                                                                                 

      

ご参考 2011/10/18 

【開催概要】 

■9/5（月）一日目 

9：00～9：10 ＜主催団体挨拶＞  

中華経済研究院 董事長 梁啓源 氏 

9：10～9：30 ＜来賓挨拶＞  

日本交流協会台北事務所 副代表 佐味祐介 氏 

9：30～10：30 ＜基調講演＞  

座長：中華経済研究院 董事長 梁啓源 氏 

「3.11 の衝撃と日本の新たな進路」財団法人日本総合研究所 理事長 寺島実郎 氏 

10：50～11：50 ＜基調討論＞  

座長：財団法人日本総合研究所 理事長 寺島実郎 氏 

 パネリスト：衆議院議員 原口一博 氏、衆議院議員 中林美恵子 氏、 

衆議院議員 高邑勉 氏、衆議院議員 浅尾慶一郎 氏 

13：30～15：40 【議題一】福島原発事故と放射線防護 

座長：東京工業大学／国立成功大学 名誉教授／特任教授 吉村昌弘 氏 

「福島第1 原発事故の技術的実態と今後の原子力」 

エネルギー問題に発言する会/日立製作所 代表幹事/元理事・原子力事業部長 林勉 氏 

「福島第1 原子力発電所事故後の放射線防護」 内閣官房／東京大学 元参与／教授 小佐古敏荘 氏 

「福島事故後のわが国の放射線防護対策」 行政院原子能委員会輻射防護処 処長 李若燦 氏 

16：00～17：30 【議題二】エネルギー戦略  

座長：行政院国家科学委員会 副主任委員 張清風 氏 

「東日本大震災復興と未來のエネルギー選択肢」日本科学技術振興機構 理事長 北澤宏一 氏 

「311 後の日本のエネルギー戦略」環境エネルギー政策研究所 所長 飯田哲也 氏 

18：30 フォーラム晩餐会 

■9/6（火）二日目 

9：00～10：40 【議題三】災害対応とリスクマネジメント  

座長：亜東関係協会科学技術交流委員会 主任委員 蔡清彦 氏 

「京都大学の東日本大震災対応とリスクマネジメント」 

京都大学 理事・副学長 大西有三 氏 

「台湾の大規模地震に対する防災・救災技術開発の最近の動向」 

国家災害防止・救助科学技術センター 主任 陳亮全 氏 

「台湾のデータ・センターが地域バックアップセンタ－になる可能性について」  

 Acer e-Enabling Data Center（Acer eDC） 副総經理 呉乙南 氏 

11：00～12：00 【パネルディスカッション】東日本大震災の現実と将来 

座長：亜東関係協会科学技術交流委員会 主任委員 蔡清彦 氏 

パネリスト：理事長 北澤宏一 氏、董事長 梁啓源 氏、理事・副学長 大西有三 氏、 

処長 李若燦 氏、元内閣官房参与／教授 小佐古敏荘 氏、主任 陳亮全 氏、 

代表幹事 林勉 氏 

【2011年台日科学技術フォーラム】 

台日科学技術フォーラムは、日本と台湾の科学技術関連分野のトップリーダーが互いにその豊富な専門知識や行政、政策経験などを

提供し合うことで双方による共通認識を促し、それにより先見的な研究・研究体制や科学技術戦略の構想を練り上げることを目的に

開催しております。また日台間で科学や文化における交流・協力をはかることは、両国民の福祉向上にも役に立ち、これもまた重要

な役割となります。2003年台日科学技術フォーラム開催以来、毎年数百名もの産官学関係者が一同に集まり、積極的な意見交換を行

ってきました。現場は熱気に包まれ、日台断交後30余年以来のまれに見る大規模なハイレベルの会議となりました。日台の相互理解

や協力関係にも非常に役に立つ会議となっております。 

【コメント】台日科学技術フォーラムは毎年開催されてきましたが、今回は特に震災をテーマとしたフォーラ
ムだったので、台湾でも大変注目され、地方からわざわざと足を運んで聞きに来た方も含めて、400 名ほど

の方が参加されました。一方、日本は震災後、台湾から 180 億円の義援金を頂いたこともあり、日本からも

錚々たる方々の参加となり、大変盛況のフォーラムになりました。 
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